
取扱説明書 お客様用

使用前に本書をよくお読みの上、正しく使用してください。また、ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果
に結びつく可能性があります。いずれも、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。安全上のご注意

ウォールハッチWHM
気密壁点検口

ご利用にあたって

禁止

分解禁止 製品を分解・改造しない
施工後は固定部のボルト等をゆるめたり、製品を分解・改造しないでください。使用時に脱落したり予期せぬ
故障の原因になるばかりか、重大事故につながる場合があります。

警告

強い衝撃をあたえない
本製品に物をぶつけたり、強い衝撃を与えたり、乱暴に開閉しないでください。点検口が歪んだり、扉が落下す
るなど、重大事故につながる場合があります。

禁止

禁止

禁止

禁止

点検口が開いている時に、踏まない、ぶら下がらない
点検口を踏みつけたり、ぶら下がったりすると、点検口が脱落して、重大事故につながる場合があります。

　　記号は、禁止の行為(してはいけないこと)を告げるものです。図の中や近くに具体的な注意内容(左図の場合は分解禁止)が描かれています。

　　記号は、行為を強制すること(必ずすること)を告げるものです。図の中や近くに具体的な注意内容が描かれています。

用語および記号、絵表記の説明

警告
注意

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡またはケガを負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損害の発生が想定される内容を示しています。

　　記号は、注意(警告を含む)を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具体的な注意内容(左図の場合は感電注意)が描かれています。

必ず実行

必ず実行

重量物を取付けない
防犯カメラやスピーカー等、重量物を取付けると、点検口が破損したり脱落して、重大事故につながる場合があ
ります。

点検口を開けたままにしない
点検口をあけたままにすると、通行人にぶつかる等して、重大事故につながる場合があります。短時間であって
も、その場を離れる時は、扉を閉めて、ロックを確実に行ってください。

点検口を外さない
点検口は、外さないでください。振動などで、突然点検口が外れ脱落することが予想されます。万一扉を外し
た場合は、別紙の施工マニュアルに従い、確実に取付けてください。

必ず実行
内枠（扉）を閉めるとき、指や手を挟まないようにする
指や手を挟むと、エッジにより思わぬケガの原因になります。また、解放時に扉のエッジでケガをしないように、
取扱には十分注意してください。

絵表記の例



扉の開閉方法

1 開け方

2 閉め方

係止部の鍵穴に鍵を差し込み、反時計回りに回してロックを解除し、
ゆっくり開きます。

63.5°の角度で鍵が止まります。

内枠（扉）係止部の鍵が「解除」の状態であることを確認し
てから、ゆっくり閉めます。

内枠（扉）係止部の鍵を、時計回りに回してロックし、内枠
（扉）が開かないことを確認して鍵を抜き取ります。
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ご利用にあたって

注意

裸火厳禁

禁止 アルカリ・酸性 (弱酸性含む )・塩素系洗剤を使用しない
お手入れの際、アルカリ性洗剤や酸性洗剤、塩素系洗剤を使用すると、部品が変色や劣化をすることがあります。

禁止 クレンザー・磨き粉を使用しない
お手入れの際、クレンザーや磨き粉など粗い粒子を含んだ洗剤、ナイロンたわし等、傷つけやすいものを使用する
と、部品表面に傷がつき光沢を失ったり、変色することがあります。

定期的な清掃をする
いつまでもきれいな状態を保つために定期的な清掃が必要です。ふだんはやわらかい布で乾拭きしてください。
汚れがひどいときは、布を中性洗剤の1～2％の水溶液に浸し、よく絞ってから汚れた部分を軽く拭き取ってください。

お願い

火を近づけない
本製品にタバコなどの火を近づけないでください。変形、変色の原因になります。

鍵の向きについて

ロック

解除

●商品改良のため、記載内容については予告なしに変更することがありますのでご了承ください。●無断転載を禁じます。

お問い合わせ先は、こちらまで

URL  https://www.naka-techno.co.jp

URL  https://www.naka-kogyo.co.jp

左記のコードを読み込むと、
弊社アドレス一覧モバイルサ
イトへアクセス出来ます。

ご使用の製品の型式および、不具合の内容をご確認のうえ、ホームページもしくはQRコードへアクセスください。

22式取-WHM-1型
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